
岩手県内の畜産農家の現状

平成２３年の東日本大震災以降、県内の畜産

農家は非常に厳しい情勢にあります。

震災直後に発生した福島第１原発事故が引

き金となり、牧草地や水田が放射性物質で汚

染され、自給粗飼料の給与や放牧の禁止措置

と、子牛・廃用牛等個体販売が長期間に渡り

停止を余儀なくされたことで、経営を大きく

圧迫しています。

岩手県では牧草地除染マニュアルを策定

し、除染作業を進めているものの、全ての草

地で作業を終えるのには数年の期間を要する

とされています。また、廃用牛等個体の販売

については、生体検査が実施されたことによ

り、早期に合否判断がなされていますが、ま

だ震災前の流通には戻っていません。

併せて円安、原油価格高騰により、配合・

粗飼料等の購入飼料や燃料等、生産資材価格

が急激に上昇し、経営上全く問題のなかった

酪農家の資金繰りが悪化しているケースが増

えてきています。

牛群検定データの活用

これまでも農家指導の際には、コスト低減

についての指導を実施してきましたが、加え

て更なる生産性の向上について、指導を実施

する必要性を感じています。
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牛群検定データの活用による生産性の向上に向けた農家指導
―きめ細やかな飼養管理指導が可能―

一般社団法人岩手県畜産協会 佐々木 重樹

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業
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当協会では、経営診断等で酪農家を巡回す

る際には、必ず牛群検定データを持ち歩き、

直近の牛群の状況把握や問題牛をピックアッ

プし、対応について聞き取りと指導を行って

います。

牛群検定データは、大家畜畜産経営データ

ベースから該当農家のデータを、牛群管理プ

ログラムに取り込み、帳票に加工して利用し

ています。牛群管理プログラムでは個体ごと

にさまざまな帳票が用意されており、分娩や

産乳に関わる情報が必要に応じて数多く出力

されます。未検定農家を指導する場合につい

ては、牛群検定データが利用できないため、

必要に応じて個体識別データや乳成分検査

データを使用する場合もあります。

農家の課題把握と改善指導

農家指導に入る際には、牛群管理プログラ

ムのデータ（図１）により、牛群全体の検定

成績・繁殖成績をまず確認し、その後牛群の

中で乳房炎等の問題牛がどの程度いるのか、

長期不受胎の個体がどの程度いるのか確認す

るため、リニアスコアと空胎日数グラフ（図

２）を利用しています。

リニアスコア画面では個体ごとの体細胞数

について色分けされており、直近の成績から

過去１２ヵ月分が時系列に表示されています。

色が濃い表示は体細胞が高く何らかの問題

（図１）検定情報リスト・繁殖情報グラフにて、牛群全体の成績を把握

検定成績・検定情報リスト 繁殖情報グラフ

（図２）リニアスコアや空体日数グラフによる、問題牛のピックアップ

リニアスコア画面 空胎日数グラフ画面
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のある個体であり、それらの個体については

乳房疾患等の疑いがあり、特に長期的に赤い

（色が濃い）場合は慢性乳房炎等の疑いもあ

ることから、早急に対応するべき個体として

獣医師の治療や更新候補を検討するよう指導

しています。

空胎日数グラフでは受胎・不受胎牛に分か

れており、授精回数や空胎期間が個体ごとに

確認できる帳票であり、それぞれのグラフの

長さが空胎期間、ドットが種付け回数を表し

ており、受胎までの期間と受胎までに要した

授精回数が、一目で確認できる便利な表です。

暑熱ストレスによる飼料給与の課題

最近は県内においても夏場は猛暑が続き、

その影響により診断事例における平均分娩間

隔が１５ヵ月と長期化しており、産乳成績に大

きく影響が出ています。生産性を向上させる

ためには、分娩間隔を短縮させることが重要

なポイントと考えており、対処方法を、牛群

管理プログラム帳票データと聞き取りの内容

を併せて確認しています。

また、近年は猛暑による暑熱ストレスの影

響により、飼料摂取量が低下し急激に乳成分

が低下する事例が多くなっています。

図３のグラフは、実際の経営診断での事例

で、年間の調査データを処理した実例であり、

この事例の平均分娩間隔は１４ヵ月を越えてい

ます。５月以降の乳成分は乳脂肪分・無脂固

形分共に低下し、１０月まで不安定な状況でした。

農家からの聞きとりでは、夏場の授精は受

胎までに時間が掛かる傾向にあり、人工授精

が１０～１１月以降にずれこみ、その結果分娩予

定日も翌年の夏場に集中しています。分娩の

際には、暑熱ストレスの影響からか、分娩時・

後の起立不能等、事故発生による廃用牛の多

参考：未検定農家・肉牛農家の場合は、上表のような個体識別データによる分娩成績表を用いて、分娩間隔の確認や、育成牛の
頭数確認、乳牛以外の頭数確認にも利用できる。
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発、その後の発情の遅延等、悪循環に陥る状

況にあり、それらの損失は多大なものとなっ

ています。

県内ではこの事例以外でもこのような状況

が多く、繁殖面の改善に向けた飼養管理の実

施が必要です。

暑熱ストレスの改善のための
データ活用

夏場は特に暑熱ストレスにより、飼料の食

い込み量が減る中で、分娩による乳量増で更

に体調の維持に必要な養分量の確保が必要で

す。それらを確認するため、乳量・乳成分の

グラフ（図４）を用いています。この表は個

体の乳量・乳成分データを、分娩後経過日数

毎に乳成分の状態を示しており、飼養管理面

を判断する参考としています。中でもP/F値

は乾物摂取量、生殖器の回復に関わる数値で

あることから、理想値の範囲内にあるかを見

ながら、泌乳ステージごとの飼料管理が適正

に実施されているか確認しています。

前述の通り、成分の動きとしては夏場に極

端な低下を示す事例が多く、暑熱対策の一つ

として換気扇・ダクトファンの早期設置や、

ウォーターカップの清掃・給水量の確保によ

る飲水量に問題がないか等を確認

するよう勧めるなど、暑熱ストレ

ス解消と摂取量確保のための飼養

管理について指導しています。

また、牛舎の観察により、要求

量を満たす飼料給与ができている

のか、実際に給与した量を牛が食

い込めているのか、残さの有無の

確認等を励行するよう勧めていま

す。

（図４）乳量と成分のグラフ

（図３）実例 乳脂肪分と無脂固形分の年間グラフ

５月以降の夏場に数値が急激に低下している事例
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牛群検定データを活用した
給与飼料の検討

牛群管理プログラムではグラフデータ以外

に、各個体ごとのデータをリスト表示するこ

とも可能であり、数値的に見る場合は乳量・

乳成分個体データのリスト（図５）で確認す

る場合もあります。各成分の判断は、乳脂肪

分３．６％以上、蛋白質３．３％以上、無脂固形分

８．８～９．０％の範囲、P/F値は０．８～０．９の範囲

となっているか確認し、個体ごとに数値が低

い場合や高い場合等さまざまなケースがある

ため、個体ごとに泌乳ステージに合わせた飼

養管理の実施について指導しています。

与える飼料については粗飼料の成分分析を

実施し、その結果をもって給与メニューの内

容、１頭当たりの給与量を確認することが必

要です。飼料の栄養価は給与メニューを作成

する場合、基礎となるデータであり、個体ご

とに要求している養分を充足するには、より

詳細な成分の分析による飼養管理の指導を実

施する必要があります。この分野は、専門知

識も必要となることから、地域の農業改良普

及センターや家畜保健衛生所等、各支援機関

の非常勤コンサルタントとの連携により、当

該農家の事後指導等を依頼し、またフォロー

アップ指導等によりその後の状況を確認する

ようにしています。

牛群管理プログラムでは、上記の帳票以外

にも複数のデータを用いて、よりきめ細やか

に飼養管理指導に利用することができます。

飼料価格の高止まりは長期化が懸念される

中、体細胞数や細菌数によるロスは必ずなく

するように、また空胎日数の短縮に努める等、

無駄の削減と個体乳量確保に向け、各支援機

関の協力を得ながら、さまざまなデータを活

用した中で生産性の向上に則した指導を今後

も実施していきたいと思っています。
（筆者：一般社団法人岩手県畜産協会 総括畜産コンサルタント）

（図５）乳量と乳成分の個体データ
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畜産特別資金等の貸付残高

九州・沖縄ブロックには８県が所属し、各

県の平成２５年度期首畜産特別資金等貸付残高

は表の通りです。両資金を合わせた当ブロッ

クの借入者戸数は全国２３６３戸の約３２％に当た

る７６２戸、貸付残高も全国の約３２％に当たる

２１６億７６６３万１千円となっています。また、

１戸当たりの平均貸付残高は２８４４万７千円と

全国平均（２８３０万円）を若干上回っていま

す。

なお、畜特資金借入農家の緊急支援資金利

用割合は１６％程度しかないが、平成２１・２２年

度における償還困難となって代位弁済に至る

という、いわゆる事故率の低減がみられる結

果となった。

県内での指導体制と課題・解決方策

県内での指導体制（関係機関の協力体制や

融資機関と農家の指導の体制）と課題、それ

に向けた解決方策について、報告の中からい

くつかを紹介します。

●Ａ県

融資機関が地元の農林事務所や普及セン

ターと連携して計画書を作成しているが、借

受者によっては任せっきりで一緒に経営改善

計画を作る機会が少ないのが課題である。見

直し計画についても、融資機関によっては畜

産協会や県の出先機関が指導を行いながら、

借受者から聞き取りして計画書を作成してい

る状況である。

特に酪農に関しては、生産技術を指導して

いる酪農協と融資機関である総合農協との連

携が不足している。

借受者への指導は、普及センターおよび農

協の営農部門と畜産協会がタイアップしなが

ら実施している。資金の窓口は農林事務所の

畜産特別資金の指導状況と課題の検討④
―平成２５年度畜産特別資金等借受者指導に係るブロック会議（九州・沖縄）から（上）―

公益社団法人 中央畜産会

平成２５年度畜産特別資金等借受者指導事業に係る九州・沖縄ブロック会議が、７月１１日と
１２日の両日、鹿児島市で開催されました。当ブロックは畜産稠密地帯であることから畜産特
別資金・畜産経営維持緊急支援資金の借受者が多く、各県から担当者が多数集まり、各県の
畜産特別資金推進指導事業の取り組み状況や成果・課題等について、活発に意見交換がなさ
れました。
各県が抱える課題や解決のための取り組み策について２回に渡って紹介します。
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別部署であるが、指導を普及センターで行っ

ている関係で、農家の実情や見通しは普及セ

ンターで把握している。資金計画を作成する

際にも濃密に普及センターが入っている。

畜産協会は事前ヒアリングや審査会に出席

して計画の作成支援や計画の妥当性の支援を

行っている。

達成指導での課題は、古い資金では担当者

の異動等もあり、経営内容の把握等の情報共

有が図れていない点である。ヒアリングや審

査会は農林事務所と県の畜産課と協会の３者

で行っており、机上の空論にならないように

心がけているが、借受者本人が出席しないた

め、本人の気持ちに踏み込めないというとこ

ろが課題である。

●Ｂ県

従来は、経営改善計画書は県の職員が融資

機関や借受者から確定申告等の書類をもと

に、状況を聞き取りながら作成していた。

その結果、月次の資金繰りについて詳細に

把握されることなく経営改善計画書が作成さ

れている割合が極めて高かった。そこで昨年

度から借受者が月次資金繰実績等を把握した

うえで、経営改善計画は借受者自身が作成し、

作成後に融資機関が審査して県へ提出するよ

うに指導を開始した。全般的に見直し計画に

ついての認識が甘かったので、見直し計画は

年次当初に行い、以後は計画に沿ってPDCAサ

イクルで行うよう指導をしているところであ

る。

また、借受者、融資機関ともに、売上高や

家畜の血統への関心が先行し、コストや収益

率への関心が薄い傾向があったため、融資機

関の金融部門も経営再建指導に積極的に参加

するよう指導を行っている。

経営改善計画の見直し指導の際に、指導実

施機関の人数が多いと借受者が萎縮してしま

い、本心を語ることができなくなるため、本

年度からはJA中央会、畜産協会が主となって

推進協議会の構成員で役割分担を決めて、指

導を行っている。

●Ｃ県

計画作成は借受希望者と融資機関担当者

（債権担当者および畜産担当者）が話し合い

（表）平成２５年度期首畜産特別資金・畜産経営維持緊急支援資金都道府県別貸付残高
（九州・沖縄ブロック） （単位：件、戸、千円）

区分 畜産特別資金 緊急支援 合 計
実機関数 実借入者数 貸付残高 実機関数 実借入者数 貸付残高 実機関数 実借入者数 貸付残高

全国計 ３３７ １，２８０ ２３，３８８，９２２ ２２０ １，０８３ ４３，４８６，５３６ ５５７ ２，３６３ ６６，８７５，４５８
福 岡 １２ ２０ ８３０，２７０ ８ １８ １，１４０，７５９ ２０ ３８ １，９７１，０２９
佐 賀 １０ ３２ ２９５，３９３ ５ ３０ ９２８，７１６ １５ ６２ １，２２４，１０９
長 崎 ６ １８ ２０５，５８３ ４ １７ ４００，０９１ １０ ３５ ６０５，６７４
熊 本 １３ ４６ ２，１８２，９７２ ９ ３１ １，２０９，７７９ ２２ ７７ ３，３９２，７５１
大 分 １２ ３１ ３６２，３２１ ５ ８ １６３，８９７ １７ ３９ ５２６，２１８
宮 崎 ２７ ９５ １，５５９，０９９ １６ ７３ ３，０５１，２９７ ４３ １６８ ４，６１０，３９６
鹿児島 ３０ ９２ １，１０１，５１１ ２２ ２２５ ７，４７２，６２１ ５２ ３１７ ８，５７４，１３２
沖 縄 ２ ４ ４４，８４６ ２ ２２ ７２７，４７６ ４ ２６ ７７２，３２２
合 計 １１２ ３３８ ６，５８１，９９５ ７１ ４２４ １５，０９４，６３６ １８３ ７６２ ２１，６７６，６３１
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ながら行い、必要に応じ県出先機関の融資担

当および畜産担当が加わることから、技術と

資金繰りが連携した裏付けのある計画が作成

できている。融資機関も日頃の巡回指導や毎

月の指導班会議の検討結果等バックデータを

もとに計画書を作成しているため、現実味の

ある意見が出てきている。

農家の状況を把握しているのは現場によく

足を運ぶ職員であるが、広域的な情報が弱い。

一方、酪農協の技術担当は農家の資金繰りを

分からず指導している部分がある。その中で

県が仲介することで、情報をつなげて技術と

資金繰りをセットに指導している。

地域によって生産者の技術格差が大きい。

そのため、農家指導のノウハウは畜産が盛ん

な地域の技術を他地域にも普及させることを

目的に実施している。このように横の連携を

とることで一歩踏み込んだ改善指導ができ

る。

審査については、新規借受の場合は融資機

関と関係機関のヒアリングを１回（場合に

よっては２回実施）、さらに現地調査を１回

行い、農家の意向を把握して関係機関が一体

となって指導を行う。見直し計画審査の場合

についても、ヒアリングを毎年実施し、現地

調査は２、３年に１回。実際の農家の経営内

容を肌で感じながら見直し計画の妥当性を把

握する。県独自の様式と計画の裏付けとなる

資料を添付し、現場の状況と一体的に審査を

行っている。

●Ｄ県

融資機関の担当者の異動あるいは検討会の

主体機関が不明確となり、検討会の実践内容

に差が生じるため、どのような方向性を持っ

て指導体制を組めばいいのか、非常に難しい

部分でもある。

その対策として、畜特指導の手続、指導班

の体制等の事務処理要領を設けている。これ

は畜特資金の要綱要領をブレイクダウンして

定めたもので、県独自の取り組みである。こ

れを生かして指導班を設置させ、見直し計画

は様式をつくって指導班の意見を添付される

など、ある意味強制的に形をつくって定期的

に指導する場を整備をしたいと考えている。

融資機関における融資部門と営農部門との

連携や責任体制の構築に向けて幹部への指導

を中央会、信連に依頼することとしている。

また、県の普及員で非常に熱心な方がいて、

必ず借受者である繁殖農家に毎月足を運び、

牛の体重を量っている。その対応だけでなく、

技術を理論的に十分説明することで借受者も

納得してくれる。このように、具体的な技術

指導というものは非常に効果的だろう。

●Ｅ県

近年、緊急支援資金借受農家のかなりの者

が離農している。そのうちのほとんどが代位

弁済に至っている。さらに負債比率が２００％

以上の借受者も相当数に登っており、非常に

厳しい状況である。今後もこのように経営状

況が厳しい農家が多数出てくるのではないか

と懸念している。
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その対策として、今年度から各振興局に対

して、所管する畜特農家の経営状況の把握、

問題点の洗い出し、年間計画の提出を求めて

いる。これによって地域ごとの連携が深まっ

ているように思う。

今年度については、対策初年度でもあり、新

規の貸付希望があがっており、初年度の審査

が重要だと考えているため、振興局、県の畜

産課、現地農場と３段階でヒアリングを行う。

県の役割は関係機関に対して制度内容の理

解、計画を的確に実施するための指導で、要

項に各関係機関の役割が明確に示されている

ので、特に重要視している。

また、融資機関における融資部門と畜産部

門の連携強化、幹部等の意識改革、指導者研

修会の実施による人材の育成に取り組んでい

くこととしている。

次号では優良事例の紹介や意見交換の内容

について紹介します。
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出生直後の飼養管理

１）人工乳について

（１）人工乳の基礎

代用乳給与のときから与えることが基本で

す。摂取量は子牛によってばらつきが大きい

ですが、最初は少なく５０g位から給与をはじ

めて徐々に増やします。

注意すべきことは、唾液等で汚れた人工乳

は給与しないことです。ハエなどの衛生害虫

を呼び寄せる原因となるからです。このため

絶えず少量ずつ与えることが適切な給与法と

いえます。ただし、１日当たりの人工乳の増

加量は５０～１００g位にとどめることが適切で

す。急激に増やすと下痢・軟便を発生させや

すくなります。人工乳の摂取量が増加すると

いくぶん軟便傾向になりますが、特に心配す

る必要はありません。これは、一般的に固形

飼料を摂取するとふんの中の水分が増加する

ためです。ふんの色、におい等に異常がない

場合は、治療等は不要です。ただし、におい

に異常を感じるような場合には放置せずに獣

医師に相談をすることが必要です。

人工乳を給与する理由は、子牛の増体の促

進と第一胃の発達による養分吸収能力の向上

のためです。そして、代用乳の給与を打ち切

る（離乳）目安としては、人工乳を１日７００g

以上安定して摂取していることが確認できる

頃となります。

（２）人工乳摂取の促進方法

代用乳は基本的に制限給与です。このため

子牛は必要とする栄養を人工乳から摂取する

ことが求められます。しかしながらカーフ

ハッチ等の個別飼いの場合には、放っておい

たのでは子牛はなかなか人工乳を摂取しませ

ん。このため、代用乳を給与した直後に一つ

中央畜産会では、平成２１年度に乳用種肉用子牛の飼養管理マニュアルを取りまとめました。
本マニュアルは、良質な乳用種牛肉を生産するための素牛の飼養管理に着目し、酪農経営

での妊娠牛の管理とヌレ子の飼養管理、離乳期の飼料の切り替え、育成牛の腹づくり等に特
にポイントを置いた内容となっています。
今回は、人工乳と粗飼料（乾草）のうち第一胃の絨毛の発育までについて紹介します。

乳用種妊娠末期の母牛管理⑤
―出生からの子牛の飼養管理―

乳用種肉用子牛飼養管理技術マニュアルより
公益社団法人中央畜産会
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動機付け あり なし
頭 数 ２５ ６
人工乳摂取開始日（日）

最 短 ５ ８
最 長 １４ ２４
平 均 ７.２±２.２２ １５.５±６.５０

（表１）動機付けの有無による人工乳摂取開始日の差

（大坂郁夫 ２００５）

かみの人工乳を子牛の口の中に入れてやった

り、人工乳に代用乳の粉乳を振り掛ける等の

動機付けをしたりすると、早く人工乳の摂取

量を高めさせることが可能となります。しか

も、動機付けをすることで個体間の摂取量の

ばらつきも少なくすることができます。あわ

せて常にきれいな飲み水を用意してやること

が、その後の食い込み量を高めるポイントと

なります。

（３）人工乳の消化

人工乳のような固形飼料は、第二胃溝反射

機構が働かないために直接第一胃に取り入れ

られます。ヌレ子の第一胃は未発達でしかも

第一胃微生物は存在しません。固形飼料の摂

取等により第一胃内に速やかに微生物がすみ

つくようになります。最初のころの微生物は、

好気性（酸素を必要とする）や通性嫌気性

（酸素があってもなくても生きていける）、そ

れに偏性嫌気性（酸素を極度に嫌う）の微生

物が入り混じっていますが、２～３週間のう

ちに偏性嫌気性微生物のみになります。

この偏性嫌気性微生物が人工乳を自分の栄

養に利用し、分裂増殖を続けていきますが、

その過程で代謝産物としてVFA（低級揮発性

の短鎖脂肪酸：酢酸、プロピオン酸、酪酸等）

を細胞外へ排出します。このVFAが第一胃か

ら吸収されて子牛の栄養素として利用されま

す。なお、第一胃微生物は第四胃以下で子牛

の消化酵素であるペプシン等により消化され

て子牛のタンパク質をつくるために利用され

ることになります。

（４）人工乳給与期の下痢

子牛が生まれてからの１週間は、初乳と代

用乳の定量給与が行われており、食餌性、お

よびウイルス性の下痢が起こりにくい時期で

す。これは過食による消化不良や初乳からの

受動免疫（IgG）の獲得による病原性の下痢

に対しての抵抗力が高いためとされていま

す。しかし、２週齢ごろになると受動免疫力

が低下する一方で人工乳の摂取量も徐々に増

加するようになり、牛によっては過食性の下

痢を起こすこともあるので注意が必要です。

一度に多くの子牛が下痢を発症する場合は病

原性の下痢を疑い、獣医師の治療を速やかに

受けることが必要です。一方で、単に過食性

の下痢であれば、人工乳の摂取量を制限させ

ることでほぼ５日以内に回復させることがで

きます。このとき大事なことは、人工乳の給

与を止めてしまうと子牛の抵抗力が低下し、

かえって回復を遅くしてしまうことに留意す

ることです。

下痢の発生時には、水分と電解質の損失が

状態を一層悪化させてしまうことから経口補

液等も１日数回与えた方がよいでしょう。

２）粗飼料（乾草）について

（１）乾草の与え方

乾草は、良質なものを少量給与します。

乾草を給与する意義は、第一胃筋層の発達
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を促し、第一胃粘膜上皮を正常に保つことで

す。いずれも、第一胃の発育・発達と関連し

ているので、ほ乳の初期段階には無給与でよ

いとの考え方もあります。しかし、乾草を無

給与にすると習性から敷料を口にすることが

多くなり、汚れた敷料の摂取が下痢の原因に

もなり衛生的に好ましくありません。

代用乳の給与を打ち切った後の３ヵ月齢が

終了するころまでは、人工乳の摂取にポイン

トをおき、子牛の栄養状態を良好に保つこと

で疾病に対する抵抗力を高めることが重要で

す。第一胃の発育・発達は３ヵ月齢を過ぎる

ころから急激に起きることが知られており、

そのためにも良質の乾草を少量飼槽に用意し

て慣らしを行った方がよいでしょう。乾草の

代わりにサイレージを使う場合には変敗に留

意しなければなりません。

（２）哺育期の乾草コントロール給与について

人工乳を給与している生後３ヵ月齢まで

は、その名の通り、「人工の乳」を食べてい

る時です。人工乳を摂取している３ヵ月齢ま

では未だ反芻動物ではなく、子牛を育てる上

で、哺育期は粗飼料の消化がうまく出来ない

ことを理解しなくてはなりません。

牛の消化生理は、第四胃主体の哺育期から、

第一胃主体の反芻獣へと変化・成長していき

ますが、これは「代用乳を栄養源とする哺乳

時期」「人工乳で栄養をとり絨毛を発育させ

る時期」「良質乾草の消化が出来るようにな

り腹づくりをする時期」です。従ってミルク

を飲んでいる時期には、消化出来ないような

乾草の必要性は少ない（ゼロではない）こと

に留意してください。なお、絨毛の発育には

人工乳のVFAの影響が大きく、乾草の影響力

は小さくなります。２ヵ月齢を超えてくると、

第一胃は反芻動物に近くなり、多少は乾草の

給与量を漸増させても良いのですが、基本は

人工乳の摂取を妨げない程度とし、４ヵ月齢

の育成用配合飼料にスムーズにつなげていき

ましょう。

乾草のコントロール給与について、カーフ

ハッチは１頭ごと牧草のコントロール給与が

可能ですが、ロボット哺乳のような群飼育の

ところでも乾草は一定量が給与され、ほんの

数時間で空になっていても特に大きな問題に

はならず、むしろ栄養状態が良好でDGが向上

し離乳が早くなり健康に発育していきます。

例えば生後１０日齢程度の子牛導入であれ

ば、最初は乾草を与えずに、人工乳の食べ方

が日量約５００g程度とよくなってきたら、乾草

をごく少量から給与を開始します。乾草の給

与量は人工乳のおよそ５％程度の量（重量

比）が目安です。人工乳５００gでは乾草が２５g、

人工乳１kgで乾草５０g（およそ鶏卵１コの重

量）程度あれば人工乳の摂取量を妨げること

なく、第一胃の働きである反芻効果もあり、

また敷料を口にすることも防げます。

①哺育期は子牛の栄養状態を良好にすること

哺育期は、人工乳を主体とし、子牛の栄養

状態を良好に保つことで、疾病に対する抵抗

力を高めることがポイントです。特に厳寒期

における寒さ対策としてはカロリーアップが

重要な鍵となります。人工乳はタンパク質や

カロリーを多く含有する飼料で、逆に粗飼料
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は嵩（かさ）のある飼料です。子牛の第一胃

が粗飼料で満たされると、人工乳の摂取量が

下がりエネルギー不足から発育・抵抗力低下

の原因になりかねません。また、哺乳時期の

当初においては代用乳を主体として人工乳は

おやつ程度として開始し、コントロールしな

がら漸増していきます。子牛の胃腸の発育に

合わせた気配りが必要です。

②第一胃の絨毛の発育には人工乳が必要

生まれたばかりの子牛の第一胃は第四胃よ

りも小さく、絨毛と呼ばれる突起の成長が未

発達なことから、この段階では、反芻胃とし

てここから栄養分を吸収することが出来ない

状態です。しかし絨毛の発育と共にその容積

も第四胃よりも大きくなり反芻胃として成長

をしていきます。 （次号につづく）

（写真１）第一胃の絨毛
（北海道立根釧農業試験場）

（写真２）第一胃の絨毛（断面）
（北海道立根釧農業試験場）

ペンシルバニア州立大学資料
All the images on this page show the appearance of the rumen at 6 weeks of age.
Diet: Milk only Diet: Milk and Grain Diet:Milk and Hay

ルーメン内壁の「じゅう
もう（絨毛）」に注目

（写真３）生後４２日齢のルーメン
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平成26年1月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

平成２６年１月からの記帳・帳簿等保存制度

記帳説明会のご案内

保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り
状、領収書などの書類

国税庁からのお知らせ

▲

事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の
保存制度について、平成２６年１月から対象となる方が拡大されます。
※ 現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あ
るいは前年分の事業所得等の金額の合計額が３００万円を超える方です。

◎ 対象となる方
事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

※ 所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◎ 記帳する内容
売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、

売上先・仕入先その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金
額等を帳簿に記載します。
記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記

載するなど、簡易な方法で記載してもよいことになっています。

◎ 帳簿等の保存
収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け

取った請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

【帳簿・書類の保存期間】
▲

税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方がわからない方の
ために、記帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する
「記帳説明会」を実施しています。

記帳・帳簿等の保存制度の詳細や「記帳説明会」等のご案内については、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存
について」をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※ 税務署にお電話いただきますと自動音声でご案内いたします。自動音声にしたがって「2」を選
択し、所得税担当までお問い合わせください。



［平成25年8月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A ― ５７２，２５７ ３４０，００１
生産コスト B ― ６５０，８３５ ４００，８６０
差額 C＝A－B ― △ ７８，５７８ △ ６０，８５９
補塡金単価 C╳ ０．８ ― ６２，８００ ４８，６００
注：１００円未満切り捨て

平成２５年８月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱第６の補塡金単価については、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２５年８月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。

（表３）補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ４７，１００円 ３６，４００円

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第６の９の⑷のイ
県団体は、肥育安定基金の安定的な運用のために必要がある場合は、理事長の承認を受けて、補塡

金単価を減額することができるものとする。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※
広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県
１７，４００円 ４，３００円 ― ― ― １２，６００円

※ 各県の算定結果です。
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はじめに

分娩見守りシステムのポイント

〈分娩舎〉分娩予定日１ヵ月前～分娩後１週間の母牛を入れる 〈事務所〉

〈自宅〉

●ハロゲン
　センサーライト
　⑤～⑧の牛が動くと
　反応して光る

無線でカメラとモデムが
データをやり取りする ●モデム

　（データを変換して回線に送る）

インターネット回線

パソコンからの遠隔操作で
①～⑧の好きなマスに
カメラを向けられる

インターネット

お、４番陣痛か？

行って
　みるか

●ハロゲン
　センサーライト
　①～④の牛が動くと反応して光る

あら
タイヘン

…

ピカッ

ウイ～ン

生まれる～

ソワ
ソワ

●ウェブカメラ

①

②

③

④

④

⑤
⑥

⑦
⑧

（図）分娩見守りシステム概念図

宮崎県えびの市高野の園田武文さん（６５）＝繁殖和牛４７頭、肥育素牛１４５頭＝は、ウェブカ
メラとセンサーライトを組み合わせた分娩〈ぶんべん〉監視装置を用いて、牛のお産確認や
健康状態の把握に役立て、労力軽減を実現しています。
牛の様子を自宅のパソコンや携帯電話からチェックできるよう、分娩小屋に監視カメラの

設置を検討しました。しかし、牛専用の分娩監視装置は２０万円以上するため、市販のウェブカ
メラ等を流用することで低価格化に取り組み、６万円弱（当時）で製作することができました。

必要な機器類は①牛の様子を撮影するためのウェブカメラ、②牛の動きを察知してスポッ
トライトをあてるためのセンサー付きライト、③ウェブカメラの映像をインターネットに送
るための無線LAN機器とモデム、④動画を閲覧するためのパソコンと携帯電話です。

和牛の分娩小屋にウェブカメラ 見守りを楽に
宮崎 西諸県農業共済組合 米倉 浩
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● ●
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システムの概要

システムの効果と普及

①ウェブカメラは、自動的に首振りをして、畜舎全
体を広く撮影する機能が必要です。また、無線LAN
等を通じて映像をインターネットに送ることがで
きる必要があります。防犯用の監視カメラは、こ
のような用途に転用できるものがありますので、
本システムでは、約３万円（当時）のカメラを使
用しました。

②センサー付きの強力なハロゲンライトを分娩小屋
の左右２ヵ所に設置するのが、このシステムの大
きなポイントで、牛が動くと作動して、その周辺
が明るくなる仕組みです。これで、注目すべき牛
がはっきりするので、見落としや見間違いを減ら
すことができます。

③ウェブカメラの映像は、無線LANからと電話回線
を通じてインターネットに送信します。動画の転
送ができるスピードの機器が必要です。

④パソコンは、動画サイトを見るためのブラウザが
あれば、専用ソフトは不要です。また、動画サイ
トを見ることのできる携帯電話があれば、外出先でも見守ることができます。

園田さんは「お産予定日が近い牛がいる時期は、夜に家
でパソコンの画面を３時間おきにチェックし、牛にお産の
兆候があると、すぐに牛舎に向かいます。体力的にも精神
的にも楽になりました」と効果を話します。
また、このシステムに関心を持った農家の方からの問い

合わせや、実際に自分で取り組みを始める農家も出てきて
おり、今後の普及が期待されます。

（筆者：NOSAI西諸（西諸県農業共済組合）総務企画課）

（写真1）可動式ウェブカメラ

（写真2）センサー付きライト

（写真3）画像を確認する園田さん
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